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1.は じめに

日本で最 も大 きなカルデラをもつ屈斜路火山は、
一連のデイサイ ト質巨大噴火で生 じ、十数回にわ

たって火砕流を噴出 し、道東一帯に広大な台地を

形成 した(勝 井、1962、 勝井 ・佐藤、1963)。

従来の屈斜路カルデラ噴出物の研究では、火砕

流堆積物が中心であ り、降下テフラの多 くはほと

んど記載 されていなかった。 しか し、屈斜路カル

デラの形成史を考えるうえでは、火砕流堆積物に

加えて降下テフラを含めた層序 を斜里地域などカ

ルデラ外で確立 し、給源地域 との対比 を行なうこ

とが重要な課題である。

斜里地域でのテフラ層序の研究は、主 としてKp

fl-1(勝 井 ・佐藤、1963)流 下後に堆積 した火

山灰が中心であった(富 岡、1966;佐 藤、1968)。

佐藤(1968)は 、斜里地域における後期更新世の

火山灰 と段丘 との関連について論 じた。曽根(19

83、1985)は 、この地域での周氷河現象の編年を

図1.調 査地域の地形及び柱状図位置図 数字は図2の 柱状図の番号に対応する。
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表1.斜 里 地 域 に お け るテ フ ラ層 序(Kpf1-Vよ り も新 しい テ フ ラ)

降 下 火 山 灰 火 砕 流 給 源 火 山

Me-a、 ～3b) a、 は 樽:前 火 山

完 Ma-b5c) カ ム イ ヌ プ リc)

Ma-f■e) 雌 阿寒 岳?b)

新 A Ma-f3e) 摩 周 カ ルデ ラ

Ma-ia)

世 Ma-ja) 摩周火山

Ma-1

江 南 軽 石K)〔 赤2Pm.〕(KoP)

白帯(WA)

中 斜 里 軽 石9)〔 赤1Pm.〕(Na.P)

ホ ワ イ トカ ステ ラ

ア トサ ヌ プ リ火 砕 流

黒 ツ ブ(Ku.Sc,) (Apfl)

摩周 火 山 あ る い は
豊 住 軽 石3f)(Ty.P-3) ア トサ ヌプ リ火山 、

B 豊 住 軽 石2f)(TyP-2) 中 島火 山 な どi)

後
豊 住 軽 石1f)(TyP-1)

上 部 東 カ ヤ 野 火 山 灰f)

東 カ ヤ 野 軽 石f)(Hk.P)

下部 東 カヤ 野 火 山灰f)

止 別 軽 石d)(Ym.P)〔KPfa-Id)〕

止 別 火山 灰(YmA)

KPfl-Id)

期 タ ラ コPm.

SPfa-1 支 笏h)

カ ズ ノ コPm.

泉 ス コ リ ア9)(lz.Sc)

清 里 軽 石 一3(Ky.P-3)

清 里 軽 石 一2(KyP-2)

清 里 軽 石 一1(Ky.P-1)〔KPfa-nd)〕

更
C

三色 火 山灰9)

岩 片Pm.

屈 斜路 カ ルデ ラ

岩 片Pm.ハ カ マash

BigPm.

来 運 軽 石 一2(Ru.P-2)〔KPfa一 皿d)〕

来 運 軽 石 一1(Ru.P-1)

KPf1-Hd)

新 KPfl一 皿d)

Aso-4 阿 蘇h)j)

錦 軽 石 一5(Ni.P-5)〔KPfa-IVd)〕

錦 軽 石 一一4(NiP-5)

錦 軽 石 一3(Ni.P-3)〔KPfa-Vd)〕

錦 軽:石 一2(NiP2)

錦 軽 石 一1(Ni.P-1)
D

世 屈 斜路 カル デ ラ
し もふ りaSh

ア ワ オ コ シSc.(Aw.Sc)

Ksfld)

KPfl-IVd)

上徳軽石

上徳火山灰
E 黒 白軽石 屈斜路 火山

KPfl-Vd)

a)山 田(1940)

f)佐 藤(1968)

k)曽 根(1988)

b)山 田(1958)c)勝 井(1962)d)勝 井 ・佐 藤(1963)

9)曽 根(1985)h)奥 村 ほ か(1985)i)勝 井 ほ か(1986)

A～F:Formation区 分

e)瀬 尾 ほか(1963)

」)町 田 ほ か(1985)
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テ フ ラ を用 い て 行 っ た。 北 海 道 の 更 新 世 テ フ ラ と

段 丘 との 関 係 を調 べ た奥 村(1985)は 、 斜 里 地 域

で 、Spfa-1、Aso-4、Toyaの3つ の 広 域 テ フ

ラ をEPMA分 析 に基 づ き対 比 した。Aso-4に つ

い て は 町 田 ほ か(1985)に 詳 しい 。 勝 井 ・佐 藤

(1963)は 、 小 清 水 地 域 で 火 砕 流 の 層 序 を調 べ 、

数 枚 の 降 下 テ フ ラ の記 載 を行 っ て い る。 こ の よ う

に 本 地 域 で は 、 テ フ ラ を扱 っ た研 究 が 多 い 。 しか

し薄 層 の テ フ ラや 、Kpf1-1よ り下 位 の 降 下 テ フ

ラ に関 して は これ まで ほ と ん ど 記 載 され て い なか

っ た 。 この た め 筆 者 は多 くの小 ～ 中規 模 噴 火 の 降

下 テ フ ラ に 着 目 し、 そ れ らの分 布 と層 位 関 係 を調

べ た(隅 田 、1987a;隅 田 、1987b;隅 田 、1987c;

隅 田 、1987d)。

本 稿 で は 主 と して カ ル デ ラ北 東 に位 置 す る 斜 里

・清 里 地 域 に お け る 火 山 灰 層 序(表1)を 、Kpf1

-IV噴:出 以 後 の 活 動 に関 与 した テ フ ラ に 限定 して

述 べ る。

層 序 区 分 に際 し、 比 較 的 大 き な斜 交 関係 ・風 化

帯 に 着 目 してFormationを 設 定 した 。 大 き な 斜 交

関 係 ・風 化 帯 は、 火 山 活 動 の休 止 期 を示 す と 考 え

られ る こ とか ら、 この 層 序 区 分 は、 火 山 活 動 の 活

動 期 区 分 に相 当 す る と考 え られ る。

対 比 の 中心 と な っ た 模 式 的 な 露 頭 の あ る 清 里 町

錦 及 び来 運 、 向 陽 とい っ た地 域 に は、 降 下 テ フ ラ

が 火 砕 流 を挟 ん で連 続 して堆 積 して い る(写 真1)。

テ フ ラ 層 序 の 確 立 に際 して 、 主 と して岩 相 に よ り

対 比 し、 一 部 斑 晶 鉱 物 組 成 に よ りテ フ ラ層 を対 比

した 。対 比 に用 い た 模 式 的 な 柱 状 図 を 図2に 示 す ・

鍵 テ フ ラ に は 、 そ れ ぞ れ 名 前 を与 え 、 今 まで の

研 究 と の対 応 が わ か っ て い る もの につ いて は、な る

べ くそ の名 称 を踏 襲 し、 そ れ 以 外 の もの に つ い て

は 、 新 た に 名 称 を与 え た。なお 、一 部 の名 称 は 曽 根

(1988)に 準 ず る 。

∬.斜 里 地 域 に お け る火 山灰 層 序 と そ の特 徴

従 来 の 資 料 も考 慮 し、 筆 者 が 得 た 層 序 を表1に

示 す 。Kpf1-V(勝 井 ・佐 藤 、1963)以 降 の 屈 斜

路 カ ル デ ラ の 火 山 活 動 は 、 大 き くA～Eの5つ に

区 分 され る。そ れ ぞ れ のFormationに お け る噴 火 様

式 は 多様 で あ る。以 下 、比 較 的 顕 著 な テ フ ラ に つ い

て 、FormationDの 古 い もの か ら順 に述 べ て ゆ く・

なおFormationAの テ フ ラ の ほ と ん どは 、 主 と し

て根 釧 地 方 側 に堆 積 して い る 摩 周 起 源 の テ フ ラ で

あ り、 本 稿 で は層 序 表(表1)に 示 す に と ど め る 。

i)FormationD

Ksf1及 びKpfl-IV

勝 井(1957)は 、外 輪 山 溶岩 の 噴 出後 、 後 期 更

新 世 未 に な っ て 噴 出 し た 火砕 流 を2期 に 分 け た。

そ の 後 の調 査 に よ り、 勝 井 ・佐 藤(1963)で は 、

多 くの 火砕 流 の 層 序 が 明 らか に な っ た 。 こ れ らの

火 砕 流 は 、Kpfl-1～ 皿、Ksfl、Kpfl-IV、Kpfl-V

…Kpfl一 皿 、 古 梅 溶結 凝 灰 岩 な ど10枚 の 火砕 流 に

区 分 さ れ た 。 こ の う ち 、 奥 村 ほ か(1985)は 、

Kpfl-IVとKsflが 非 常 に近 い 層 準 に あ っ て 、 火

山 ガ ラ ス の 主 成 分 組 成 も類 似 す る こ と か ら、 両

者 を 一 括 してKplV//Ksと した 。 さ ら に 、 そ のco-

ignimbriteashfallが 北 海 道 中 ・東 部 を広 く覆 っ て

い る こ と を 考 え、これ を屈 斜 路 一羽 幌 火 山 灰(K-Hb)

と した(奥 村 、1985)。SakaguchiandOkumura

(1986)は 、そ れ まで 分 け て扱 っ て い たKs./Kp且 一IV

を 、 一 括 してKpfl-IVと 改 め 、Ksflの 存 在 を

Kpfl-IVの 中 に 含 め て い る 。

以 上 の よ う な経 緯 か ら もKsnとKpf-IVは 、岩 相

は異 な る もの の 層 序 的 な位 置 は 非 常 に接 近 して い

る こ とが うか が わ れ る。 しか し両 層 は 、 共 に非 常

贈婁期賊 、譜 、 榊 沖輝 倣 壕 苓、

写 真1.Loc.3に お け るテ フ ラ と 火 砕 流

露 頭 の 高 さ は約15m
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図2.対 比柱状図



に厚 く堆積し、その後の侵食でかな りの部分が失

われ、flowunit区 分 も難 しい。また、Kpfl-IVの

二次噴気孔 を切るKsflが 在存するので、flowユ

ニ ットとしての区分が可能であ り、さらに大 き

な時間間隙 を示す可能性 もある。 したがって、

層位学的根拠が十分に挙げられていない現在では

化学組成の類似性と明瞭な斜交関係の不在を理由

に、両層を一括 して しまうのは早尚である。筆者

は、勝井 ・佐藤(1963)に 従い、両層を区別 して

扱 うことにした。

Kpn-IV:本 層は、主 として、小清水以西の火

砕流台地に広 く見 られ、能取湖周辺 まで見 られる

不淘汰な軽石流堆積物である。色は灰白色からや

や桃色がかった灰色 を呈する。軽石の発泡形熊は

様々であるが一一般に発泡が良い。しば しば繊維状

で、一見 グラスファイバー状のような極めて発泡

の良い軽石 を含み、溶結部は見 られない。層厚は、

美幌付近で約20mに 達する。Kpfl-IVの フィッシ

ョン トラック年代は、0.13±0.06Ma(地 質調査所

奥村晃史氏の未公表資料)と いう年代値が得 られ

ている。

Ksfl:本 層は、紫灰色か ら黒灰色の火山灰 をマ

トリックスに持つ、黒白の縞状の特徴ある軽石を

含む不淘汰な堆積物である。比較的小規模なPlin-

ianの降下軽石に引 き続 き噴出した火砕流である。

斜里付近では、本層は、比較的紫灰色に見える部

分が多 く、吹き抜けパイプ(2次 噴気孔:secondary

fumaroleま たは、gasescapepype)も 多 く見られる

(写真2)。 この2次 噴気孔中には、火砕流中の石質岩

片や遊離斑晶が濃集 してお り、細粒物質は抜けてし

まっている。このような2次 噴気孔は火砕流最上部で

流動層が定着するときにガスが脱出したチャンネル

がパイプ状に発達したものである(荒牧、1982)。

本層に含まれる特徴のある軽石は、黒色である

ため当初スコリアとされ、本層には屈斜路岩津流

堆積物(K.scorianow)の 名が与えられた(勝 井

・佐藤、1963)。 しか し軽石の組成は極めて珪長

質であ り、今では、む しろ軽石流と考えられる。

本層の分布は、東藻琴付近～小清水～斜里付近

であり、カルデラの北東斜里川付近では、溶結 し

た部分が侵食を免れ尾根をなして残っている。本

層は、屈斜路カルデラ東方約60kmの 中標津市街付

近で も溶結層が見 られることなどからも、主とし

て東方に向かって流下 したと考えられる(勝 井 ・

佐藤、1963)。 層厚は、上部が侵食されているこ

ともあ り、真の層厚はわか りに くいが、数10mに

達すると考えられる。

本層の溶結層は、斜里岳図幅(杉 本 ・長谷川、

1959)で は屈斜路火山噴出物の溶結凝灰岩、武佐

岳図幅(杉 本、1960)で は基線溶結凝灰岩 として

屈斜路火山起源 と述べ られている。また、摩周湖

図幅では、清里溶結凝灰岩 と呼ばれ、起源不明と

されている(国 府谷ほか、1962)。 非溶結層は、

小清水図幅において、黒色火山灰層と記 されてい

る(島 田 ・矢崎、1959)。

一Ksf1噴 出後のテフラ

屈斜路 カルデラを作 った最大規模とされる火砕

流Ksflの 噴出後若干の侵食期 を挟んで新たな噴火

活動が始 まった。これがアワオコシScや 、しも

ふ りashに始 まる活動である。

アワオコシSc.(Aw,Sc):本 層は暗褐灰色の極

めて発泡の良いスコリアか らなる。風化すると赤

褐色にな り粒子が互いに付着 し、オコシ状になる

ところからこの名称 をつけた。粒径は10～15mm程

度で、層厚は錦(図2の1㏄2)で 約60cmで あり、東西に

連続性が良く追跡で きる。本層は4つ のfallunitに

写 真2.Kpfl-V中 に見 られ た二 次 噴 気 孔(中斜里)
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分 か れ て お り、 上 位 の もの ほ ど珪 長 質 で あ る。

本 層 の 下位 に は 、層 厚15cm程 の細 粒 な ガ ラス 質

火 山 灰 が あ る 。 こ の 層 も ア ワ オ コ シSc同 様 連 続

性 が 良 い 。 この 細 粒 火 山灰 に は 、bubblewall型 の

ガ ラス が 特 徴 的 に認 め られ るの で 、 鍵 テ フ ラ と し

て も有 効 で あ る 。

し もふ りash:Aw.Scの 上位 に 直接 載 る灰 色 の 細

粒 火 山灰 で あ る。2つ の ユ ニ ッ トに 区分 され 、 下

位 の ほ うは 暗 灰 色 、上 位 は 灰 色 で ある 。bubblewall

型 の褐 色 火 山 ガ ラス を多 量 に含 む。 層 厚 は錦 で50

cmで あ る。 こ の 上 位 に は 、 本 層 を母 材 とす る風 成

2次 堆 積 物 が しば しば存 在 す る。

錦 軽 石1～5

Aw.Sc,し もふ りashか らや や 問 をお い て 一一連 の

Plinianの 軽 石 が 噴 出 す る。 こ れ らの軽 石 層 は 、 若

干 の風 化 帯 を挟 み な が ら断 続 的 に 続 く。

錦 軽 石 一1(Ni.P-1):2fallunitsか ら な る灰

白色 ～黄 白色 の 軽石 層。軽 石 は破 断面 で 囲 まれ発 泡 は

あ ま り よ くな い 。 繊 維 状 の 軽 石 も若 干 含 まれ る。

層 厚 は 錦 で70cm、 軽 石 の 最 大 粒 径(以 下MPと 略

す)は30mm・ 両 ユ ニ ッ トと もnormalgradingを 示

す 。 本 層 は 、 飛 距 離 が 遠 くな る に つ れ 、比 重 の重

い 破 断 面 タ イ プ の軽 石 よ り も比 重 の 軽 い繊 維 状 の

軽 石 が 多 くな る こ とが 明 瞭 に観 察 で き る。

錦 軽 石 一2(Ni.P-2):外 側 が 榿 色 で 内側 が

黄 色 の 軽 石 層 。 岩 片 帯 を数 層 挟 み 、複 数 のfallunit

に分 か れ る 。 模 式 地 の 錦 で 層 厚23cm、 軽 石 の 最 大

粒 径 は24mmで あ る。

錦 軽 石 一3(Ni.P-3):遊 離 斑 晶 の 多 い 淘 汰

の あ ま り良 くな い 黄 色 軽 石 。 細 か い 軽 石 の 中 に 、

粗 粒 な 軽 石 が 点 在 す る錦 付 近 は 、 分 布 軸 か ら はず

れ て い る(図3)と 考 え られ る。 本 層 は 、 上 位 の

Ni.P-4と 合 わ せ て勝 井 ・佐 藤(1963)のKpfa-

Vに 相 当 す る と考 え られ る。3つ のfallunitに 分

か れ る 。 層 厚 は 、錦 で 約50cmを 示 す 。

錦 軽 石 一4(Ni.P-4):遊 離 斑 晶 の 少 な い や

図3.テ フラの層厚分布図 テフラ名は表1を 参照
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や 致 密 な 軽 石 で あ る。上 位 のNi.P-5と の 問 に は 、

細 か い軽 石 質 砂 を挟 在 す る こ とに よ りNi.P-3と

区 別 され る 。 発 泡形 態 は 繊 維 状 で あ る。 錦 で 層 厚

13cm、 軽 石 の最 大 粒 径 は25mm。

錦 軽 石 一5(NLP-5)〔 勝 井 ・佐 藤 、1963のKpfa-

IV〕:錦 で は層 厚240cmに 達 す る。軽 石 は 、白色 で フ レ

ッシュであ り、発 泡が良い 。遊離斑 晶 は、下部 に少 な く上

部 に 多 い 。全 体 的 にnormalgradingを 呈 し、最 大

粒 径 は 、65mmと 大 きい 。分 布 軸 は 、北 東 で あ る(図3)。

ii)FormationC

こ の層 準 は 、Aso-4を 挟 み 、Kpfl-H及 びKpfl

一 皿 を含 む こ とで 特 徴 づ け られ る。

Aso-4

奥 村 ほ か(1985)、 奥 村(1985)は 、Kpfl-H

/m直 下 に ご く薄 い 火 山 灰 土 をは さ ん で 存 在 す る

細 粒 火 山 灰 をEPMAで 分 析 し、 火 山 ガ ラス の 主

成 分 組 成 か ら、九 州 阿 蘇 カ ル デ ラ を給 源 とす るAso

-4と 同 定 した 。 そ の 後 町 田 ほ か(1985)に よ っ

て年 代 及 び そ の 広 域 性 が 示 され た 。そ れ に よ る と、

こ のAso-4は 、Aso-4火 砕 流 のco-ignimbrite

ashfaUで あ る と さ れ て い る。 しか し実 際 の 現 地 観

察 で は 、2つ の ユ ニ ッ トか らな る こ とが わ か っ た。

こ の2つ の ユ ニ ッ トは 、 網 走 ～小 清 水 ～ 斜 里 あ る

い は 、 根 釧 の どの 地 域 のAso-4に もみ られ 、後

述 す る よ う に、 粒 度 分 布 に も明 らか な違 い が 認 め

られ た。奥 村(1987>はAso-4火 山灰 の ガ ラスが 、そ

の組 成 の不 均 質 性か ら2つ の タイ プに 分 かれ る と し

て い るが 、筆 者 の 分 け たfanunitと の対 応 につ い て は

不 明 で あ る 。

Aso-4下 部(Aso-41):黄 灰 色 ～ 黄 白色 の

細 粒 火 山灰 。 上 部 よ り も軽 石 型 火 山 ガ ラス の 量 が

bubblewall型 火 山 ガ ラ ス よ りも多 い の が 特 徴 で あ

る。粒 径 は最 大約1mm(軽 石 型 火 山 ガ ラス)で 、0.063

mm以 下 の細 粒 分 は45%に 達 す る。 錦 で は10cm、 砥

草 原 で9cmで あ り、東 へ 向 か っ て や や 厚 さが 増 加

す る傾 向 に あ る。 下 部 には しば しば 炭 化 木 片 の 薄

層 が 認 め られ る。

Aso-4上 部(Aso-4π):白 色 な細 粒 火 山 灰

で 、Aso-41よ り も、明 らか にbubblewall型 の

火 山 ガ ラ ス の量 比 は 多 い 。 粒 径 は 最 大 約2mm(軽

石 型 火 山 ガ ラ ス)で あ り、0.063mm以 下 の細 粒 分 は52

%に 達 す る。 錦 で は3cm、 砥 草 原 で4cmと 、 西 へ

向 か う につ れ 、 そ の層 厚 は 増 加 す る傾 向 に あ る 。

上 部 のKpf1一 皿 とは 、 薄 い 炭 化 木 片 の 層 をは さむ

の み で 時 間 的 に非 常 に接 近 して い る。

一Kpfl一 皿及 び 皿

Kpf1-nお よ び 皿 につ い て は 、勝 井 ・佐 藤(19

63)に は 次 の 様 に定 義 され て い る。

「Kpfl-mは 、砥 草 原 西 方 台 地 か ら小 清 水 町 共和

及 び 水 上 ・ペ ナ ク シ ュ ベ ツ川 に か け て 分 布 し、 上

下位 の 軽 石 流 に比 べ て著 し く細 粒 で み が き砂 状 を

呈 す る。Kpfl-Hは 、 開 陽 か ら止 別 に 至 る 間 に 分

布 し、 最 下 部 は 細 粒 で み が き砂 状 を呈 し、 また 下

位 に2層 の 降 下 軽 石 、 火 山 灰 質土 壌 を有 す る 。 」

しか し、奥 村 ほ か(1985)で は、勝 井 ・佐 藤(1963)

の 区 分 の うち 、Kpfl-HとKpf1一 皿 は一 連 の 噴 火

活 動 の 産 物 で あ る と してKPH/mと して 一 括 し

た 。 更 に 、 町 田 ほ か(1985)で は 、 奥 村 ほ か(19

85)の 見 解 を次 の様 に 説 明 して い る。 『屈 斜 路 軽

石 流 堆 積 物 皿(Kpfl一 皿)は 、 勝 井 ・佐 藤(19

63)に よる と土 壌 を 隔 て てKpfl-Hの 下 に 介 在

す る と され た が 、 標 識 地 で あ る 砥 草 原 西 方 台 地 で

はAso-4の 下 位 でKSと の 間 に は認 め られ な い 。

こ こで はAso-4上 位 の火 砕 流 堆 積物 は少 な くと も

2枚 のflowunitか ら な り、境 界 は や や 明 瞭 で 特 に

酸 化 鉄 の 集 積 部 が あ る の で 、Kpfl-mは そ の 下 部

ユ ニ ッ トに あ た る可 能 性 が 強 い 』。

以 上 の こ と を整 理 す る と現 在 見 られ るKpfl-H

と 皿は 、 そ れ ぞ れ が 一 連 の 噴 火 のnowunitで あ

る とい う こ とに な る。 しか し なが ら、 筆 者 が 行 っ

た 調 査 で は 、 両 者 の 間 に は わ ず か1cm程 度 で あ る

が 、連続1生の 良 い風 化 帯 が 存 在 す る。この 風 化 帯 は 、

比 較 的 どこで も見 られ る こ とや 、それ ぞ れの分 布 の違

い か ら こ の風 化 帯 で 両 者 を区 分 し記 載 した 。

Kpfl一 皿:Aso-4の 上 位 に約1cmの 風 化 帯 を

挟 んで 存 在 す る。 粗 粒 な(数cm大 の)軽 石 をあ ま

り含 ま な い 細 か い岩 片 の 多 い 火 砕 流 で あ る 。Kpfl

一一Hと の 境 界 で あ る 風 化 帯 の 問 に は 、 更 に細 粒

火 山灰 よ りな る火 山豆 石(accretionarylapilli)(写

真3)の 層 が あ る 。Kpfl一 皿 は 、1flowunitの 火

砕 流 とashfallの ユ ニ ッ トか らな る 。

Kpfl-H:風 化 帯 を介 在 してKpfl一 皿の 上 位 に

存 在 す る。基 底 部 は 、粒 径0.2cmの 火 山豆 石 か らな る

ashfalの 層 が あ り、火砕 流 の ユ ニ ッ トを挟 ん で 上位

に火 山豆 石 の 層 が あ り、更 に そ の 上 にbubblewall

型 の ガ ラ ス を多 く含 む 非 常 に細 粒 な 火 砕 流 状 の 堆

積 物 が あ り、また そ の上 位 に は火 山豆石 の層 が あ る。

す な わ ちflownuitは2つ あ る こ とに な る。
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以上は、小清水町付近で得られたものである。

来運軽石～三色火山灰

来運軽石一2(Ru.P-2)〔 勝井・佐藤(1963)の

Kpfa一 皿〕:本 層は、模式地の清里町錦において、

層厚150cmに 達する屈斜路火山からの噴出物として

は大規模な軽石噴火である。軽石はcave状 発泡及

び繊維状発泡で、発泡が非常に良い。勝井・佐藤(1963)

はKp且一1の 下位にあって美幌層を覆っている軽石

をKpfa一 皿 としたが、 これは、 来運軽石一2に

相当すると考えられる。

BigPm:FormationCの 中で も、最 も粗粒で、

距離の割に極端に大 きな軽石ばか りの特徴的なも

のである。屈斜路湖から約24km離 れた清里町錦で

は層厚35cmで あるが、軽石の最大粒径は130mm、

石質岩片の最大粒径は60mmに 達する。発泡は比較

的良い。軽石は特徴的に、孔隙部に斑晶が集まる

産状 を示す。Matrixは 、且neashで ある。

本層の上位には若干の風化帯があ り小休止期の

後、次の活動に移行 したことを示 している。

岩片Pmバ カマash:黄 白色の軽石質火山灰で

構成 されている火山灰層であ り、岩片Pmの 直

下に常 に存在する。

岩片Pm:清 里町錦で層厚67cm。 石質岩片 と

遊離斑晶と粗粒軽石 よりなる。錦での石質岩片の

量は層全体の約70%に 達する。岩質岩片の最大粒径

は30mm。 軽石の最大粒径は80mmで 、発泡形態はや

や繊維状で、孔隙部に斑晶鉱物が濃集 している。

この軽石を噴出する活動は、その前の活動にひき

続 き、火口を拡大するものであったと考 えられ

る。

、Av

写 真3.火 山豆 石(accretionrylapilli)。

明 瞭 な 同 心 円 構造 が発 達 して い るの が

観 察 され る 。

本 層 の 降 下 後 、 小 規 模 なashfallの 降 下 が あ り

休 止 期 に は い っ た 。

三 色 火 山 灰:曽 根(1985)に よ り命 名 され た 火

山 灰 。 下位 よ り白色 、 青 灰 色 及 び 桃 色 の細 粒 火 山

灰 層 か らな り、3枚 組 で 追 跡 で きる の で 非 常 に良

い 鍵 層 とな る。 斜 里 か ら小 清 水 に か け て 比 較 的 広

域 に観 察 され 、 層 厚 は 、 錦 で4cm、 浜小 清 水 で10

cmで あ る。 小 清 水 地 域 で はKy.P-1〔Kpfa-H〕

とRu.P-2〔Kpfa-IH〕 の 間 にみ られ る 。

清 里 軽 石 一1～ タ ラ コPm.

こ の 層 準 の 噴 出物 は 、 屈 斜 路 火 山 の 噴 出物 と し

て は小 ～ 中 規 模 な噴 火 の 産 物 で あ る 。 こ れ らの 噴

出 物 の 上 部 に は 支 笏 火 山 起 源 と さ れ るSpfa-1も

含 まれ る(奥 村 ほ か 、1985)。 この 層 準 は 、Kpn-

1の 堆 積 前 の侵 食 期 以 前 に 堆 積 した もの で あ る こ

とか ら、 上 部 は しば しば切 られ 欠 如 す る こ と もあ

る。

清 里 軽 石 一1(Ky.P-1)〔 勝 井 ・佐 藤 、1963の

Kpfa-H〕:複 数 のfallunitか らな る 降 下 軽 石 で あ

る。 こ の軽 石 は しば しば 岩 片 を取 り込 んで い る 。

全 体 的 に遊 離斑 晶 に富 む 。 錦 で 層 厚 約50cm、 軽 石

の 最 大 粒 径 は35mmで あ る 。 本 層 は勝 井 ・佐 藤(19

63)のKpfa-Hに 相 当 す る。 分 布 は北 北 東 を軸 と

し(図3)、 そ の 軸 は 、ほ ぼ 中 島 火 山 の 方 向 を向 く。

泉 ス コ リ ア(lz.Sc):曽 根(1985)で 記 載 され た ス

コ リア 層 。 こ の ス コ リ ア は 、 黒色 の 本 質物 質 か ら

な る ス コ リ ア と、 赤 色 の 類 質物 質 と思 わ れ る ス コ

リ アお よび 、 石 質 岩 片 よ り構 成 され る。 ス コ リア

は 斑 晶 鉱 物 に 乏 し く非 常 に緻 密 で あ る 。

Spfa-1(支 笏 降 下 軽 石1):奥 村 ほ か(1985)

に よ っ て 対 比 され た 支 笏 火 山 を給 源 とす る 細 粒 軽

石 層 で あ る 。 約3.2万 年B.P.(石 狩 低 地 帯 研 究 会 、

1965)と い う年 代 値 が 得 られ てお り広 域 テ フ ラ と

して は 有 効 な もの で あ る 。 年 代 の 詳 細 に つ い て は

本号 の 曽根(1988)を 参 照 され た い。

iii)FormationB

Kpfl-1に 始 ま るFormationで あ る 。こ のFor.

mationは 、B～EのFormationの 中 で 最 も詳 細 に

調 べ られ て い る 。 佐 藤(1968)は 、斜 里 地 域 で 、

こ の 時 期 の 火 山 灰 を 用 い て 、 段 丘 の 編 年 を行 っ

た 。 そ れ に よ る と、 斜 里 川 と止 別 川 に 囲 まれ た 小

清 水 台 地 は 美 幌 面 ・止 別 面 ・東 カヤ 野 面 ・豊 住 面

・小 清 水 高 校 面 と時代 順 に 区分 され
、 火 山灰 は 旧

期 の もの か ら新 期 の もの へ と各 面 に対 応 して 堆 積
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していることが判明 した。また遠藤ほか(1988)は 、

中斜里付近の段丘、扇状地、沖積層の関係 を示 し

た。 この時期の火山灰は、後期更新世における屈

斜路 火山 ・西別岳火山及び中島火山の活動 に由来

する とされている(佐 藤、1968)。

なお、このFormationに 属する軽石の噴出年代

については、本号の曽根(1988)を 参照されたい。

Kpfl-1:勝 井 ・佐藤(1963)に よれば、本層

は、砥草原西方台地か ら西へかけて分布 し、美幌、

女満別、網走湖西岸、網走市まで及んでいるとさ

れている。 しかし、今回の調査によって、その分

布域は、更に拡大され北東側は、斜里 を越えて北

へ宇登呂付近にも火砕流の形で発見 されることが

わかった。本層は、堆積前の谷を埋める、谷埋め

状の堆積構造を良く示 している,典 型的な火砕流

堆積物である。層厚は、薄い所で1m、 厚い所で

も十数m～20m位 である。斜里付近の台地では、

本層を切 って厚い砂礫層が堆積 してお り、段丘を

形成 している。色は、白色から淡い桃色 を示す。

本層をもたらした火山活動は、まず最初に小規

模な軽石噴火に始まり、その後火山豆石を降下 さ

せるようなphreaticな 噴火 と軽石噴火とを数回交

互に繰 り返 した後、大量に火山豆石 を降下させ、

その後の火砕流の噴出へ と移 り変った。火山豆石

の特徴は、粒径が10mm～30mmで あ り、最 も厚いと

ころで札弦付近の4m。 また、この火山豆石 を含

む火山灰層はfallunitご との対比が可能であり、

下位 よ り上位の方が火山豆石の量比は少な く、

上位ほどよりdryな 状態であったことが示唆され

る。 また、上位ほど遠方で発見される。西側の津

別では15～20cm、 東の宇登呂で も20cmと 、軽石層

に比較してより広域に分布している。この火山豆石を

含むashf訓 のユニットは奥村ほか(1985)に よって、

道東一帯に広域に認められたことか ら、K-Sr(屈

斜路一庶路火山灰)と い う名称を与え られてい

る。

火山豆石の降下にひき続く火砕流の流下は、谷埋め

によって特徴づ けられることは前述 したが、その

岩相 も特徴的なものである。最下位には岩片が非

常に多 く、遊離斑晶に富む層がしば しば見 られる

が、 これは火砕流のtextureに しば しば見 られる

groundlayer(Walker6'al,1981)に 相当するもの

と考えられる。この層準の石質岩片の最大粒径は

清里町付近でも100mmを 越えるところがある。さ

らに そ の 上 に は 細 粒 なmaSSivezOneが あ り、 そ

れ と明 瞭 な境 界 をみ せ る 石 質 岩 片 の 多 いmassive

な 不 淘 汰zOneが あ る 。こ れ らmaSSiveなzOneは

2つ の ユ ニ ッ トと もgradingな どの 級 化 構 造 は 見

ら れ な い 。 本 層 の最 上 部 に は 、 下 位 に比 べ 発 泡 の

あ ま り よ くない 円磨 され た 巨 大 な 軽 石 の 密 集 した

zone(pCZ:pumi㏄con㏄ntrationzone,WilsorLl985)

が あ る 。この 軽 石 は 、reversegradingを 示 し、大 き

な もの は、斜 里 町 付近 で も直径50cmに 達 す る。こ の ほ

か に見 られ る特徴 的ユ ニ ッ トは、更 に2つ あ る。1つ

は、上部 の粗 粒 軽 石 の 上 に更 に連 続 的 にfineashの

層 が あ る。こ れ は しば しば上 位 の 砂 層 に切 られ た り

あ るい は 侵 食 され た りで 、多 くの 場 所 で 見 られ る こ

と は なか った が 、軽 石 層 とは ほ とん ど連 続 的 で 時 間

差 は ほ とん どな か った,い わ ゆ るco-ignimbriteash

faHで は ない か と考 え られ る。も う一 つ は 、火 砕 流 の

基 底 部 に見 られ たgroundsurgeに 類 似 の 堆 積 構造

で あ る 。

上述 した堆 積 構造 は 、 比 較 的 広 域 に 追 う こ とが

可 能 で あ る。

止 別 火 山 灰(Ym.A):止 別 火 山 灰 及 び止 別 軽 石 の

降 下 は 、 止 別 層 と一 連 で あ り、 ほ とん ど時 間 間 隙

は な い 。 本 層 は 、 斜 里 町付 近 で 層 厚20cmを 示 す 白

色 のashfal1で あ る 。bubblewall型 の 火 山 ガ ラ ス

を含 み 比 較 的広 域 に分 布 して い る もの と考 え られ

る 。

止 別 軽 石(YmP):止 別 軽 石 は、破 断 面 で 囲 まれ た

緻 密 な 白色 ～灰 色 の軽 石 で 、斑 晶 鉱物 に乏 しい。層 厚

は 、斜 里 町 朱 円 で190cm、 小 清 水 台 地 東 縁 で150cmで

あ る。 軽 石 の 最 大 粒 径 は65mmで あ る 。 本 層 は 、 佐

藤 ・勝 井(1963)のKpfa-1に 相 当 す る。 佐 藤

(1968)は 、 本 層 の給 源 を層 厚 分 布 か らカ ム イ ヌ

プ リの 南 に位 置 す る西 別 岳 と考 え た が 、 筆 者 は分

布 図 か ら は む し ろ ア トサ ヌ プ リ付 近 を給 源 と考 え

た ほ うが よい(図3)。

止 別 軽 石 の 上 位 に は 、 ロ ー ム 層 を挟 ん で 東 カヤ

野 軽 石 が 載 っ て くる 。

下 部 東 カヤ 野 火 山 灰:佐 藤(1968)に よ って 記

載 さ れ た 褐 色 細 粒 火 山 灰 ・細 粒 降 下 軽 石 ・紫 灰 色 火

山灰 ・ス コ リア な どの 互 層 で あ る。 止 別 軽 石 上 部

の 火 山灰 と は土 壌 質 な ロ ー ム 層 で 隔 て られてお り、

層 厚 は場 所 に よっ て 著 し く異 な り、 上 位 の 東 カ ヤ

野 軽 石 との 問 に は 、 若 干 の侵 食 期 を挟 む 可 能 性 が

あ る 。 越 川 付 近 で は 、 こ の 中 で も数 枚 の 目立 っ た
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軽石が急速に厚さを増 している。このことから根

釧地方側へ降下 した軽石の一部はこの層準に対比

されると考えられる。

東カヤ野軽石(HkP):下 部東カヤ野火山灰の上位

に見られる白色から灰白色の緻密な軽石である。本

層は、小清水町中里で層厚24cm、清里町向陽では80cm

軽石の最大粒径は72mm、小清水町水上では100cmほ ど

である。佐藤(1968)は 、この軽石の起源を層厚

分布 より西別岳起源が妥当であるとしている。 し

かし、筆者の調査 による等層厚線図(図3)の 軸の

方向は、西別岳 よりもむしろア トサヌプ リの方向

を示 している。 したがって、西別岳火山よりもむ

しろア トサヌプリあるいは、中島火山の活動によ

るものと考えたほうが無難 といえる。

本層は、基底に しば しば細粒スコリアの薄層を

敷 くことから識別される。

上部東 カヤ野火山灰:東 カヤ野軽石の上位 にあ

って、豊住降下軽石1の 下位に挟 まれる、黒色の

細粒降下スコリアの薄層と互層状の褐色火山灰で

ある。この層準は、しば しばインボリューション

が発達する。

豊住軽石一1(Ty.P-1):東 カヤ野面の外側に

沿って分布する低い段丘面 を作る豊住層を覆って

堆積する。海綿状の発泡良い軽石と2mm大 の粗粒

な遊離斑晶に富む軽石層。錦で層厚28cm、 軽石の

最大粒径は42mm、小清水町水上で層厚30cm、軽石の

最大粒径は80mmに 達する。本層は、上位の豊住軽石

2、3と 常に3枚 組で見られるので、鍵テフラとし

ても有効である。基底部は、しば しばインボ リュー

シ ョンを受け、小刻みに波うっている。

佐藤(1968)は 、この層厚分布が中島火山の方

向を示 していることか ら、給源を中島火山 として

いる。筆者の層厚分布(図3)も これとほぼ軸を

同じにすることから、中島火山起源は矛盾 しない。

豊住軽石一2・3(Ty.P-2,3):こ れらは、豊

住軽:石1と ともに比較的広域にわた り追跡可能な

ものであ り、層厚が薄い場合でも、その連続性は

良い。Ty.P-2、3は 、細粒な軽石(主 として、5～10

mm)と1apilliか らなり、層厚は薄いが、軽石の粒

径の減少率は低い。

ア トサヌプリ火砕流(Apn):屈 斜路カルデラ

の形成後、湖盆中央にできたア トサヌプリ火山の

活動史は、ア トサヌプリカルデラ形成期の古期ア

トサヌプリ火山と溶岩円頂丘形成期の新期ア トサ

ヌ プ リ火 山 と にわ け られ る(勝 井 、1962;勝 井 ほ

か 、1986)。 こ の う ち古 期 ア トサ ヌ プ リ火 山形 成 末

期 には 、 デ イ サ イ ト質 火 砕 流 が 噴 出 した(勝 井 ほ

か 、1986;表2)。 これ がApf1で あ る が 、その 分

布 や屈 斜 路 カ ル デ ラ外 で の 層 序 学 的 な位 置 付 け に

つ い て は 不 明 な 点 が 多 か っ た 。 隅 田(1987d)は

そ れ まで 降 下 火 山灰 と して記 載 され て きた"ア ト

サ(隅 田 、1987a、b)"が 粒 度 的 に も火砕 流 堆

積 物 で あ る こ と や層 序 、 組 成 の点 で もア トサ ヌ プ

リ火 砕 流 とほ ぼ 同 じ もの で あ る こ と な ど を 示 し、

これ を ア トサ ヌ プ リ火砕 流 と対 比 した 。

Ap且 は斜 里付 近 で層 厚20～30cm、0.063mm以 下 の 細

粒 分 は40%に 達 す る不 淘 汰 な 堆 積 物 で あ る。 白色

の軽 石 混 じ り火 山灰 で 、 降 下 軽 石 と違 っ て 級 化 構

造 は見 られ ず 非 常 にmassiveで あ る 。

中斜 里 軽 石(Na.P)〔 赤1Pm〕:曽 根(1988)と の 混

乱 を避 け る ため テ フラの 名称 の統 一 をはか った 。赤褐

色 に風 化 し、破 断面 を持 つ 降 下 軽石 。reversegrading

構 造 を示 す 。三 井付 近 で 層 厚約40cm、 軽 石 の最 大 粒 径

は30mm。 北 東 方 向 に 軸 を持 つ 分 布 を示 し、給 源 は 、

ア トサ ヌ プ リあ るい は 摩 周 火 山付 近 と考 え られ る 。

江 南 軽 石(Ko.P)〔 赤2Pm.〕:曽 根(1988)に よ り

新 た に この 名 称 が 与 え られ た 。赤 褐 色normalgra-

dingを 示 す 発 泡 の悪 い 降 下 軽 石 。三 井 付 近 で 層 厚

46cm、MPは40mm。 主 軸 は 摩 周 火 山 で あ る。 此 の

軽 石 層 直 下 の 木 炭 の14C年 代 は 、12300±430y.

B.P.で あ る(曽 根 、1985)。

皿.13万 年 以 降 の 屈 斜 路 カ ル デ ラ 内 の 火 山 活 動 と

テ フ ラ

KsflとKpfl-IVが 現 在 の カ ル デ ラの 原 形 を作 っ

た と考 え る と、 そ の 後 の活 動 は 、 む しろ 、 カ ル デ

ラ 内 の い くつ か の 部 分 に集 中 して く る こ とは 、

FormationD～FormationBの テ フ ラ の 分 布 か ら

も読 み 取 る こ とが で きる。これ に よ る と、Formation

Bの 時 期 の テ フ ラだ け で な く、FormationDお よ

びFormationCの テ フ ラ も ア トサ ヌ プ リや 、中 島

周 辺 に集 中 す る よ うで あ る。

勝 井(1986)(表2)に よれ ば 、 中 島 火 山 の形 成

期 は 、 ア トサ ヌ プ リ火 山 の カ ル デ ラ形 成 期 とほ ぼ

同 じ時 期 と され て い る 。 古 期 ア トサ ヌ プ リの成 層

火 山 形 成 期 あ る い は 中 島 火 山 の 形 成 期 は 、 カ ル デ

ラ外 の テ フ ラ の 分 布 か らみ る と、FormationCあ

る い はFormationDに さか の ぼ る 可 能 性 が あ る 。
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表2.KpfLI以 降の火山活動史(勝 井ほか、1986を 簡略化)

YBP.
時代

完

新

世

更

新

世

1000

7000

30000

火 山 舌2 動 史

ア トサヌプリ火山

新期ア トサヌプリ火山H

(ア トサヌプリ新期 ・古期

円頂丘溶岩、マクワンチ

サプ、サワンチサプ円頂

丘溶岩

新期 ア トサヌプリ火山1

中

央

火

口

丘

摩周火山

巨麺](カ ムイヌプリ降下火
砕堆積物)

カ ム イ ヌ プ リ 山体 形 成(カ ム イ ヌ

プ リ第2期 ・第1期 熔 岩)

(カムイシュ溶岩円頂丘)

(オ プ タ テ シ ュ ケ、 トサ モ シ

ベ 、 ニ フ シオ ヤ コ ツ 、274m

山 、 ヌ プ リオ ン ド、丸 山 円

頂 丘 溶 岩)

(西 別 岳 溶 岩)

カルデラ形成(摩 周火砕流)

匝亜(新 期円頂丘溶岩.
古期円頂丘溶岩)

古期ア トサヌプリ火山

亜(摩 周新期・古期外輪山
溶岩)

中 島 軽 石.

(ア トサ ヌ プ リ火 砕 流 堆 積 物.252m山 、 オ ヤ コ ツ

円頂 丘 溶 岩.ア トサ ヌ プ リ外 輪 山 溶岩)

屈 斜 路 軽 石 流 堆 積 物 1(Kpf1-1)

しか し、今回示 した分布図(図3)の ように、給

源火山の北側の地域だけでは分布の片側の部分 し

か解 らないものも多い。カルデラの東側 にあたる

根釧地域では、宮田ほか(1988)、 嵯峨 山ほか

(1986)な どに示されるような多 くのテフラが存

在 している。これらのテフラとの対比が今後の課

題であ り、これをもとに活動史をより正確 に復元

していきたい。

1V.お わりに

今回扱 った層準の中で最 も興味深いのは、ア ト

サヌプリと中島火山の関係である。前述 したよう

な活動史 を持つ両火山は、その噴火の始 まりが

かな り古い時代にさかのぼ り、おそ らく成層火

山を形成 した時期 に多量の降下火砕物 も噴出 して

いた可能性がある。 また、中島火山も、その山体

の外側に、比較的地形的に古い爆裂火口の跡がみ

つかる。今後、湖岸段丘の形成時期や、それに関連

したマグマ水蒸気爆発の可能性、火砕流が単独の

火口から噴出したのかあるいは割れ 目噴火を生ず

るような噴火であったのかについて、カルデラ内

とカルデラ外の火山灰 を対比 しながら検討 してゆ

きたい。カルデラ火山の場合、給源火口が陥没により

失われ、古い噴出物ほど給源火口をつ きとめるこ

とは難 しい。このことは、カルデラの内外の火山

灰層序の対応 も今後調べられる必要があることを

示 している。
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Tephra-stratigraphicalstudyinandaroundtheShariDistrict,

northofKutcharocaldera,northeastHokkaido

MariSumita

Abstract

Kutchar。 ㎝lderal。catedatthes・uthwest・ftheShiret・k・Peninsula,is・ne・fthelargest㎝lderasin

Japan,withasize・f26×2・km.Threep・stcalderav・1can・es(Nak司ima・At・sanupuriandMashu)exist

inand。nthewal1。fthe㎝ldera.Abundantpyr・clasts,mainlypyr・clasticn・wsfr・mtheKutchar・v・1一

㎝n。madeanextensivepyr。clastic且 ・wplateauar・undthecaldera・Theauth・rinvestigatedthe>・lcanic

hist。ry。fthep。st.㎝lderaactivitiesthr・ughge・1・gicalandv・lcan・1・gi㎝1・bservati・ns・fteph「aoutc「ops

aroundShariDistrict.

Thispaperisadiscripti・n・fthestratigraphyandthedistributi・n・fthetephralayers・Theresultsof

thestudiesaresummarizedasfollows:

(1)Thetephrasafterthestage・fKp且Var・undShariDistrictareclassifiedint・4f・ 「mations:A・B・C・

andDindescending。rder.(Table1).Eachf・rmati・n,separatedbyunc・nf・rmityc・rresp・ndst・the

di丘erenteruptivecyclesinthe㎝ldera-f・rmingandp・st-calderaactivities・ftheKutchar・volcano・

(2)Tephradistributi・ns(Fig.3)suggestventp・siti・nduringthep・st-calderaactivities・Mostsou「re

ventsofthePyroclastsareconcentratedintheKutcharocaldera・suchasNakajimaandAtosanupu「1・

(3)Threewide$preadtephralayers,Spf」1fr・mtheShik・tsu㎝ldera・Asσ4fr・mtheAsocalde「aand

theT。yafr。mtheT。yacaldera,whichweref・undfirstbyOkumuraetal・(1985)andMachidaetal

(1985)ar。undtheKutchar・caldera,areimp・rtantkeybedsf・rchr・n・1・gicalstudies・fthelate

Pleist。cenetephrasinthisareas.H・wever,furtherstudyseemst・benecessaryf・rtheiridentifi㎝ 一

tion.
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